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第30回日本医療情報学会春季学術大会
ＣＯＩ開示

私が発表する今回の演題について開示すべきＣＯＩはありません。
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GS1 Japan における標準化への取組

（ Takeaway1 ）

GS1(ジーエスワン )とは
• モノを 世界で唯一に識別 するた

めの国際標準（商品識別番号・

バーコード）

• 世界120か国以上で利用

（ Takeaway2)

02
（ Takeaway3)

医療における GS1の役割
• 医療情報と“モノ”をつなぐ 識別子

• 医薬品・医療機器と医療情報を結

びつける基盤

• HELICS指針・製品データベース時

代の共通キー（ GTIN）
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（目的）

GS1が実現したい社会の姿
• 製品を正しく簡単に識別できるこ

とが当たり前となり、

• 医療安全やトレーサビリティが自

然に担保される社会
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GS1(ジーエスワン)とは

モノを世界で唯一に識別するため、商品識別番号と、それを表すバーコード・RFIDの国際的なルール
を定める団体。

日本を含め、世界120か国以上が加盟。

5

ＧＳ1に加盟す
る国、地域

ＧＳ1本部が直接、
ＧＳ1システムの導入を
サポートする組織

GS1ヘルスケアジャパン協議会とは
GS1のhealthcare部門が GS1Healthcare
GS1Healthcareの活動に呼応し、日本における医療安全とトレーサビリティの確保等を図るべく活動
し、GS1標準の活用を推進する。（事務局：GS1 Japan）

ヘルスケア関連企業、業界団体、医療機関等約120社(個人を含む)が会員として参加。
国際的な規制動向やソリューションについて研究、情報収集・ガイド作成等を行い、セミナー等を通じて
情報発信。
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医療用医薬品・医療機器の GS1標準バーコードの特徴

一般社団法人 医療情報標準化推進協議会

商品識別コード
（GTIN）

有効期限 ロット番号 シリアル番号

商品識別コード
（GTIN）

商品識別コードしかバーコードで
表示できない。

商品識別コード以外の情報も
バーコード表示できる！！

医療機器の場合

一般的な商品の場合
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バーコード（特定用符号）表示の義務化（ 2022年12月1日施行）

 医療におけるトレーサビリティ実現、医療安
全や流通効率性の向上等を目的として、医
薬品、医療機器等へのバーコード表示が義
務化された。

https://www.mhlw.go.jp/content/11121000/000682481.pdf より抜粋厚生労働省公表資料

GS1バーコードは物流のみならず、医療におけ
るスタンダードとして、製品に表示されている。

 トレーサビリティや医療安全向上等のために、
医療におけるGS1バーコードの活用が重要
視される。

表示 の次は 活用 の進展が期待される

https://www.mhlw.go.jp/content/11121000/000682481.pdf
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国による製品データベースの構築も動き出している

一般社団法人 医療情報標準化推進協議会

出典：https://www.mhlw.go.jp/wp/yosan/yosan/25syokan/dl/01-02.pdf

骨太の方針 (経済財政運営と改革の基本方針)

2024

2025

https://www.mhlw.go.jp/wp/yosan/yosan/25syokan/dl/01-02.pdf
https://www.mhlw.go.jp/wp/yosan/yosan/25syokan/dl/01-02.pdf
https://www.mhlw.go.jp/wp/yosan/yosan/25syokan/dl/01-02.pdf
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医療製品のためのGS1識別コード（ GTIN） - データ仕様ならびにその管理 –
HELICS指針 採択
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https://square.umin.ac.jp/helics/html/helicsStdList.html

Ⅰ．「医療情報標準化指針」一覧

GS1ヘルスケアジャパン協議会内の承認ステップ
協議会事務局、コアメンバーで原案準備の基、標準
化研究WG(月次定例内)で審議・承認する。
→ HELICS審査を申請
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GS1バーコードは医療現場の様々な場面で活用できます

一般社団法人 医療情報標準化推進協議会

処方薬のピッキングでの活用

 薬の取り間違いがないかを、容易に、確実に、チェック。

病棟のミキシング業務での活用

 目視による確認から、効率よく、より確実なチェックが可能に。業務の負担軽減に。

手術時の活用
 薬剤、医療材料・機器の正確かつ迅速な実施情報記録を実現。
 医療材料のロット番号を管理することで、万が一のリコール発生時にも対象患者をすぐに特
定。

 自動的に記録されるため、省力に加え、記録忘れによる、請求漏れを防止。

GS1標準バーコードを読み取ることで
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まとめ

一般社団法人 医療情報標準化推進協議会

• GS1バーコードは国際標準のバーコードで、国内においては薬機法により全ての医療
用医薬品、医療機器に表示が進められている。

• 医療現場でGS1バーコードを活用することで、医療安全向上やトレーサビリティ確保、
業務効率化へ役立てることができる。

• 医薬品・医療機器等の製品データベースが構築され、令和９年度以降に運用開始
が見込まれ、GS1バーコードの更なる有効活用の推進が期待される。

HELICSへの期待

• 医療情報と「モノの識別」を橋渡しする場
• GTINをキーに、医療情報と製品情報が自然につながる
→ 医療情報の世界でGTINが当たり前の標準として利用されるように
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